
製品名
（告示品名）

告示対象条項

条文

低輻射ガス厨房機
器とは

 
しくみ
メリット・特長

種類（例）

低輻射型ガス厨房機器
（高効率業務用厨房機器の一種）

低炭素投資促進法告示
２項１３号

業務の用に供する厨房機器のうち、
ロ　低輻射型ガス厨房機器（ 燃焼式の厨房機器のうち、空気断熱構造を有するものに限る。）

低輻射や集中排気などの構造を有し、例えば、つまみの温度が50℃以下、機器前
面の表面温度が65℃以下、側面・後面の機器表面温度が75℃以下であることなど
の機能を備えたもの。
機種の例として、こんろ・オーブン・フライヤ・グリドル・炊飯器・フライヤ・ゆで麺機・煮
炊釜・食器洗浄機・食器消毒保管庫等。

自然な通気を有効利用した気流冷却構造で機器

からの輻射熱を低減し、ガスの燃焼排気を集めて

従来機器低輻射ガス厨房機器

１．空調負荷を押えます

厨房機器からの輻射熱が低くなり、従来よりも空調負荷を低減することができます。

２．簡単に清掃できます

炊飯器 フライヤ コンロ 煮炊釜 オーブン

麺茹機 麺茹機 食器洗浄 食器消毒保管庫

炊飯器 煮炊釜 オーブン グリドル
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製品名
（告示品名）

低輻射型ガス厨房機器
（高効率業務用厨房機器の一種）

XX設備名XX
導入事例

関連工業会

開発メーカー 株式会社ＡｉＨＯ 日本洗浄機株式会社
五十音順 アサヒ装設株式会社 株式会社ネオシス

アイセック株式会社 服部工業株式会社
大阪ガス株式会社 株式会社パロマ
オザキ株式会社 株式会社富士工業所

桐山工業株式会社 株式会社フジマック
北沢産業株式会社 ホシザキ電機株式会社
株式会社クボタ 株式会社マルゼン
株式会社コメットカトウ ＭＥＩＫＯ社
コニカミノルタテクノプロダクト株式会社 株式会社メイトー
タニコー株式会社 株式会社明城製作所
株式会社中部コーポレーション 山岡金属工業株式会社
株式会社中西製作所 リンナイ株式会社
日本調理機株式会社

販売価格帯

Reduce CO2
環境効果

Save Energy
省エネ効果

Save Money
経済効果

適正リース期間

　　・■300万円未満　・■300～1,000万円　・□1,000～5,000万円　・□5,000万円超
　　・その他（ 約　　　　　　　　　　万円 ）

５年～１０年
（耐用年数８年の飲食店業用設備とした場合）

【「低輻射型ガス厨房機器」導入による省エネ効果】
一般の厨房機器に比べ、室温上昇を抑え、空調負荷の
軽減効果が高い。例えば、同じ条件・種類の機器を使用
した場合、従来機器に比べて、厨房全体の年間空調負荷
を16～30%低減可能とする試算もある。

社団法人日本厨房工業会

ラ・フェニーチェさま　　　所在地／東京都中央区日本橋小舟町15-17 協栄ビル1F

【シェフのコメント】

「小さなスペースでパスタのボイル用に寸胴鍋でお湯を沸

かし続けていたため、当初の厨房室温は42～43℃程度で

した。厨房にもクーラーを付けましたが、寸胴鍋周辺の暑

さは変わらず、一方、冷風が料理に当たると冷めてしまう

ので困りました。そこで、「涼厨」のパスタボイラーを導入し

たところ、厨房内の空調を使わず済むほど、室温が下がり

低輻射型ガス厨房機器導入による年間空調負荷低減効果

同じ条件、同じ種類の機器を使用した場合、従来の機器と低輻射型

ガス厨房機器とで、厨房全体の年間空調負荷が１６～３０％変わる。
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